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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,コーヒーアロマの品質向上を目的とし,アロマ異臭の原因となる硫黄化合物の選択的吸着除
去に関する一連の基礎的並びに応用的研究成果をまとめたものである｡ 得られた主な成果は次の通りであ
る｡
1.吸着剤としてA型ゼオライトを用いれば,実際のコーヒーアロマ含有ガスからメチルメルカプタ
ン,アセトアルデヒドを選択的に除去でき,官能試験により異臭が低減することを兄いだした｡メチルメ
ルカプタンが異臭強度の指標となり,分離性能の点でゼオライト4Aより5Aが適していることを明ら
かにした｡
2.ゼオライトによるメチルメルカプタン吸着分離の高効率化を図るため,コーヒーアロマ含有ガス中
の代表的な6成分に対するゼオライト5Aの吸着選択性を検討し,水蒸気がゼオライトの吸着性能を阻
害することを兄いだした｡部分凝縮によりガス中の水蒸気を除去した徳,メチルメルカプタンを吸着する
プロセスが分離効率改善に有効であることを指摘した｡
3.ゼオライトに代わるメチルメルカプタン高選択性カーボン吸着剤の開発を目的として,分子ふるい
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炭素に種々の酸化処理を施したところ,メチルメルカプタン吸着量がアセトアルデヒド共存下で単成分系
よりも顕著に増大する特異な現象を初めて兄いだし,吸着量増大効果と名付けた｡さらに,いくつかの吸
着剤と吸着質の組み合わせについて同効果が発現することを明らかにし,その機構を推論した｡
4.本研究で開発したカーボン吸着剤を用いることにより,実際のコーヒーアロマ含有ガスからメチル
メルカプタンを選択的に除去でき,工業的プロセス-の導入の可能性が大きいと結論した｡
以上要するに,本論文はコーヒーアロマ含有ガスからの硫黄化合物の高選択性吸着剤の開発とその吸着
プロセスへの応用に関して実験的検討を加えたもので,新しい吸着現象の発見など学術上,実際上寄与す
るところが少なくない｡よって,本論文は,京都大学博士 (工学)の学位論文として,価値あるものと認
める｡ また,平成9年 1月23日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認め
た｡
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